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地 域 に 広 が り ・ 地 域 に 根 づ く ・ 拓 か れ た Ｊ Ａ

午前  9：30～1回目

越前市文化センターところ

午後  1：30～2回目

JA年金受給感謝大会
クミコ歌謡ショー

午後  1：15～

南越消防組合音楽隊

平成２8年
午前9：30～午後5：00

武生中央公園一円
ＪＡ越前たけふ・コープたけふ共催

福井県民生協・協同組合ハニー協賛

ところ

と  き

資 材 課

２日間２日間

6月 日 日11 12土 日

11日11日 12日12日 開催開催土 日
目玉市！！数量限定！！

売り切れご
めん！！数量限定！！

売り切れご
めん！！

11日11日 12日12日 開催開催土 日

空くじ
なし
空くじ
なし

15㎏入
1袋 1,000円1,000円引取
税込
価格

引取
税込
価格

20㎏入
1袋

けいふん
（粉）
けいふん

（粉）
けいふん
燃焼灰
けいふん
燃焼灰

期間中に、6月中池ノ上総合配送センターでの引取予約も受付いたします。
期間中、JAの営農指導員もおりますので、ご相談ください。

60
インチ

4K
液晶テレビ

60
インチ

4K
液晶テレビ

2本（各日1本）

ふれあい祭賞

今年はオリン
ピックですね

4Kテレビを
当てよう！！

残念賞 … パソコン収納バッグ or 買物用バッグ

… 60インチ 4K 液晶テレビ

1 等 … コープたけふ お買い物券 1万円分 

2 等 … ガソリン券 5,000円分
（各日10本）
20本

10本
（各日5本）

園芸に最適！！
園芸に最適！！

チビッ子集まれ！！
チビッ子集まれ！！ 大展示即売会！11日11日 12日12日 開催開催土 日 11日11日 12日12日 開催開催土 日

期間中、会場内売場で1日遊具乗り放題券（1日遊具フリーパス券）
1枚500円にてお買い求めください。
※荒天の場合は運行を見合わせる場合がございます。

遊具運行時間
午前10時～午後4時
遊具運行時間

午前10時～午後4時

アストロファ
イターモノレール バイキング 観覧車メリーゴーラ

ンド

花・園芸
テント市
花・園芸
テント市

仏壇・墓石
展示会
仏壇・墓石
展示会

ガス器具
展示会
ガス器具
展示会

生活用市・
金物
テント市

生活用市・
金物
テント市

野菜・果物
テント市
野菜・果物
テント市

地産地消

自動車
展示会
自動車
展示会

大農機
小物農機
展示会

大農機
小物農機
展示会

グルメ
テント市
グルメ
テント市

おいしい物
が

　いっぱい
あるよ 10円/ℓ円/ℓ

引き引き他の割引との併用はできません。

11日11日
12日12日
開催開催

土

日

11日11日
12日12日
開催開催

土

日

11日11日 12日12日 開催開催土 日 協賛

レギュラーガソリン
店頭表示価格より店頭表示価格より

ふるまい処ふるまい処
JA越前たけふ JA越前たけふ

両日とも
午前10：30より
午後　1：30より

各受付は
先着10組にて
締切り

皆さん、
食べに来てね!! 体験教室 にぎらない

おにぎり
両日とも 午前10：30より

午前11：00～
午後  3：15～

1回目

2回目

動物戦隊
ジュウオウジャー
ショー11土

日限り

6月 観覧
無料

12日
日限り

6月

午前10：30～1回目 午後  2：45～2回目

タヒチアンダンス
テ ヘイ アヌアヌア

午前10：00～1回目 午後  2：15～2回目午後  0：00～

クイズ参加者の方に
粗品プレゼント！

午後  1：45～

白鶴酒造クイズ大会

キリンビール
クイズ大会 クイズ参加者の方に

粗品プレゼント！

チアダンス
Venus

午後  1：45～

午後
2：20～

ヨサコイ
演舞

JA越前たけふと県民生協
による

ビンゴカード配布時間：午前11時～
ビンゴカード配布場所：乗物券販売場にて

ビンゴゲーム大会
景品を
ゲットしてね！

大好評！
先着

500名様
限り

午後  3：30～

石野真子
歌謡ショー午前  9：30～ 午後  1：20

越前市立 & 南越前町立

中学校吹奏楽
演奏会

武生第一中学校

武生第二中学校

武生第三中学校

万葉中学校

武生第六中学校

南越中学校

南条・今庄中学校

※スケジュールの都合上時間の変更が有ることもございます。

越前たけふ越前たけふ
越前たけふ 検索

http://www.ja-echizentakefu.or.jp
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（
下
文
室
町
）

山
下
甚
一
郎

中
野

　義
勝

山
口

　秀
和

（
萱
谷
町
）

片
岡

　逸
男

片
岡

　英
章

（
上
大
坪
町･

味
真
野
町
）

土
本

　英
雄

中
野

　博
美

（
小
山
町
）

三
田
村
俊
一

山
岸

　
　治

光
川

　勝
司

（
吉
村
町
）

光
川

　謙
三

（
五
分
市
町
）

宇
野

　孝
恵

堂
後

　和
夫

髙
坂

　憲
治

齊
藤

　宣
昶

（
清
水
頭
町
）

紙
屋
仲
右
エ
門

（
上
真
柄
町
）

玉
崎

　清
二

（
徳
間
町
）

玉
村

　
　泉

髙
坂

　則
雄

（
口
宮
谷
町
）

斉
藤

　
　東

辻

　
　俊
和

（
奥
宮
谷
町
）

吉
田

　俊
弘

玉
村

　幸
雄

玉
村

　正
夫

〈
白
山
地
区
〉

（
都
辺
町･

上
杉
本
町
）

谷
口

　昌
之

奥
出

　
　昇

（
二
階
堂
町
）

佐
内

　孝
美

（
千
合
谷
町
）

中
嶋

　敏
夫

黒
田

　利
一

（
菖
蒲
谷
町
）

前
川

　功
次

（
堀
町
）黒

田

　誠
毅

（
土
山
町
）

東

　
　一
夫

西
谷

　
　啓

（
安
戸
町･

菅
町
）

宇
都
宮
末
己

（
米
口
町
）

仲
谷

　正
孝

小
原

　正
雄

（
丸
岡
町
）

大
西

　浩
之

山
腰

　
　進

前
野

　光
正

山
岸

　
　健

（
沓
掛
町･

日
の
向
町
）

清
水
端

　明

（
勝
蓮
花
町･

源
相
野
町
）

山
口

　和
男

（
小
野
町
）

寺
尾

　福
造

大
辻

　静
治

（
上
黒
川
町
）

奥
野

　忠
志

棗

　喜
三
雄

大
門

　正
美

（
下
黒
川
町
）

生
田

　健
一

生
田

　生
一

（
安
養
寺
町
）

西
田

　正
滋

竹
原

　幸
記

上
野

　嘉
蔵

表
利
右
衞
門

薮
上
與
四
郎

横
山

　一
衛

稲
場

　茂
昭

笹
木
主
一
郎

酒
井

　正
信

奥
田

　博
一

（
鴉
ヶ
平
町･

曽
原
町･

粟
野
町

）

堀
江

　照
夫

中
井

　清
春

水
野

　一
雄

（
小
杉
町
）

下
野

　邦
英

高
木

　龍
夫

（
牧
町
）上

野

　和
美

（
若
須
町
）

霜

　

 

実
男

（
中
野
町･

萩
原
町
）

嶋
田

　哲
男

山
下

　光
之

〈
南
条
地
区
〉

（
東
大
道
）

井
上 

　博

加
藤

　義
一

山
根 

　誠

小
林

　義
一

梅
田

　靖
博

（
西
大
道
）

川
﨑

　藤
次

川
崎

　吉
弘

平
野

　忠
男

澤
﨑

　和
長

（
東
谷
）東

　

 

貴
康

沢
﨑

　嘉
一

沢
﨑

　通
子

（
清
水
）髙

橋

　正
典

谷
川

　元
伯

髙
橋

　正
之

（
脇
本
）今

村

　晃
一

今
村

　和
裕

高
木

　博
司

山
内

　和
久

（
島
・
日
野
）

嶋
﨑

　喜
一

林

　

 

和
一

（
上
平
吹
）

平
澤

　

 

守

平
澤

　清
夫

西
川

　勇
治

（
鋳
物
師
）

諸
山

　広
多

片
山

　明
則

中
村

　甚
一

中
村 

　収

中
村

　沢
一

山
本 

　公

（
下
牧
谷
）

宇
野

　秋
夫

宮
地

　哲
三

宮
地

　勝
春

宮
地

　清
作

（
上
牧
谷
）

桂
川

　静
雄

竹
内

　弘
行

桂

　慶
一
郎

（
上
野
）馬

渕

　正
人

笛
吹

　光
明

山
﨑
清
右
エ
門

森

　

 

倫
啓

馬
渕 

　清

小
池

　和
秀

代
継

　淳
一

澤
田

　

 

耕

河
原

　広
則

（
堂
宮
）井

上

　尚
治

嶋
田

　良
弘

（
金
粕
）岩

﨑

　一
男

岩
嵜

　悦
子

（
中
小
屋
）

野
村 

　環

勝
見 

　薫

山
本

　俊
憲

澤
﨑

　良
博

（
阿
久
和
）

赤
澤 

　孝

嶋
﨑

　典
昭

勝
見

　達
雄

嶋
﨑 

　勉

（
鯖
波
）谷

﨑

　嘉
勝

掃
部

　祐
助

門
前

　信
二

笛
吹 

　巧

（
奥
野
々
）

藤
木

　光
二

青
木

　俊
昌

谷
口

　晶
則

（
上
別
所
）

井
上

　達
也

桂
川 

　亨

（
関
ヶ
鼻
）

井
上

　

 

實

〈
今
庄
地
区
〉

（
北
府
）松

田

　泰
博

荒
木

　忠
士

（
山
王
）森

下

　英
一

森
下

　義
信

（
日
吉
）出

口

　英
雄

松
浦
三
樹
雄

（
天
王
）谷

口

　俊
行

大
河
内

　肇

（
稲
荷
）山

口 

　巌

（
八
幡
）谷

口

　晴
俊

高
橋

　貞
義

（
旭
）

川
上

　寿
幸

城
野

　庄
一

小
林 

　悠

（
八
乙
女
）

登
坂

　光
雄

谷
口
仁
左
エ
門

赤
坂

　武
夫

（
燧
）

山
際

　脩
二

八
田

　峰
男

（
社
谷
）朝

倉

　義
孝

朝
倉

　勇
二

（
久
喜
）喜

村
喜
代
治

金
﨑

　修
二

（
長
沢
）藤

原

　綾
子

（
馬
上
免
）

出
口

　博
昭

小
林
り
よ
子

（
古
木
）大

塚
與
士
雄

伊
藤
喜
右
エ
門

田
中

　正
志

辻

　

 

弘
和

三
田
村
一
夫

（
上
温
谷
）

伊
藤

　政
美

（
小
倉
谷
）

山
﨑

　孝
一

永
野

　正
義

西
嶋

　久
夫

藤
川

　一
治

（
瀬
戸
）伊

藤 

　求

安
藤

　誠
一

安
藤

　五
雄

（
杉
谷
）北

村

　藤
雄

樫
原

　邦
夫

辻

　

 

義
則

（
杣
木
俣
）

青
木

　昌
則

（
今
庄
）中

山

　敏
幸

赤
田 

　稔

柴
田

　俊
幸

野
村

　義
一

（
南
今
庄
）

赤
田
ふ
み
代

赤
星

　憲
司

（
下
新
道
）

平
澤

　弘
嗣

吉
尾

　良
逸

（
上
新
道
）

横
谷 

　忍

阿
津
川
昭
文

田
中

　利
治

（
大
桐
）前

川

　永
光

川
端

　則
雄

（
二
ツ
屋
）

坂
本

　和
彦

（
合
波
）川

﨑

　正
俊

竹
原

　

 

一

杉
原

　憲
正

（
大
門
）竹

内

　隆
幸

土
田

　喜
計

（
孫
谷
）澤

﨑

　武
男

鈴
木

　和
男

（
荒
井･

八
飯
）

野
﨑

　和
彦

藤
井

　早
雄

澤
﨑

　康
彦

小
林

　雄
二

（
宇
津
尾
）

幸
明 

　寿

野
崎

　武
男

野
﨑

　良
浩

奥
田
キ
ク
ノ

西
山 

　満

（
橋
立
）藤

原

　

 

堅

高
嶋

　政
和

（
広
野
）野

﨑

　岩
雄

野
村

　正
和

　
　
　
　
　

〈
河
野
地
区
〉

（
大
谷
・
大
良
）

向
山

　博
実

中
野

　光
雄

（
河
内
）網

田

　浩
淳

麻
河 
　正

（
具
谷
）西

山

　郁
夫

森
下

　禎
一

（
赤
萩
）橋

爪

　健
一

橋
本

　賢
作

惣
次

　健
一

（
河
野
）前

　

 

幹
雄

治
部

　英
二

小
亀

　悟
美

（
今
泉
）坂

口

　俊
則

宮
下

　忠
義

（
甲
楽
城
）

北
野

　雄
二

神
戸

　一
喜

橋
詰

　正
明

清
水

　美
征

大
倉
利
喜
夫

生
駒

　一
義

（
糠･

八
田･

杉
山
）

青
木

　行
雄

木
下

　彰

川
瀬

　
　巌

向
瀬

　幸
恵

向
瀬

　義
則

向
瀬

　利
昭

（
敬
称
略
）
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新
し
い
総
代
の
方
々
で
す

平
成
二
十
八
年
五
月
一
日
就
任
（
任
期
三
年
）

〈
武
生
地
区
〉

（
北
府
）稲

葉

　清
志

藤
原

　詮
高

（
平
出
）関

　
　正
明

内
藤

　祐
輔

河
合

　雅
広

（
上
市
）田

中

　
　泰

（
姫
川
）大

柳

　覚
行

〈
神
山
第
一
地
区
〉

（
三
ッ
口
町･

千
福
町
）

杉
原

　賢
治

増
田
市
左
エ
門

田
中

　靖
夫

田
中

　正
治

（
妙
法
寺
町
）

田
中

　
　武

小
林

　
　誠

（
高
瀬
町
）

栗
塚

　憲
治

（
常
久
町
）

小
泉

　次
男

（
行
松
町
）

薮

　
　英
一

勝
見

　一
彦

（
松
森
町
）

山
本

　俊
栄

大
橋

　広
明

（
沢
町
）松

村

　輝
夫

（
岡
本
町
）

田
中

　憲
男

奥
山

　明
夫

〈
神
山
地
区
〉

（
上
広
瀬
町
）

安
井

　清
美

田
中

　義
信

西
野

　正
幸

安
井

　貞
彦

西
出

　和
男

安
井

　慎
治

仲
野

　
　隆

（
下
広
瀬
町
）

垣
内

　弘
明

小
林

　和
明

小
東

　勇
士

嶌
田

　
　進

棚
田

　達
雄

庭
本

　久
則

福
岡

　英
夫

庭
本

　繁
行

（
池
ノ
上
町
）

青
木

　達
夫

酒
井
西
二
郎

柳
生

　俊
之

道
場

　敏
和

南
山

　龍
雄

山
口

　輝
男

〈
吉
野
地
区
〉

（
本
保
町
）

河
野

　一
弘

芳
村

　謹
治

田
中

　
　博

（
片
屋
町
）

安
久

　
　勉

直
井

　常
雄

三
好

　幸
作

吉
田

　孝
義

三
好

　幹
夫

永
宮

　較
一

井
上

　
　亮

熊
谷

　利
一

（
氷
坂
町
）

佐
々
木
憲
治

北
村

　一
幸

（
余
田
町
）

近
藤

　吉
男

西
尾

　
　壽

近
藤

　正
利

増
田

　美
行

増
田
冨
士
夫

福
塚

　光
德

仲
北

　敏
和

（
家
久
町
）

大
村

　大
助

松
尾

　浩
二

長
谷
川
篤
二

竹
内
よ
し
え

水
野

　金
治

中
島

　和
則

白
﨑

　英
嗣

岸
本
與
三
次

梅
田

　一
雄

中
西

　眞
三

（
芝
原
町
）

石
田

　勝
治

高
田

　喜
崇

〈
国
高
地
区
〉

（
村
国
一･

二
）

宮
本

　敏
之

堀
井

　敬
三

辻
本

　介
一

坂
下

　信
之

（
村
国
三
）

村
上

　和
子

庄
司

　
　透

稲

　
　総
作

（
八
幡
町
）

北
畑

　丈
助

北
畑

　豊
彦

（
押
田
町
）

宇
野
啓
治
郎

（
横
市
町
）

堂
下
庄
三
郎

成
實

　秀
男

小
柳

　清
和

平
野
美
恵
子

山
田

　康
博

（
庄
町
）上

田

　孝
幸

木
下

　雅
幸

（
塚
町
）小

形
矢
佐
次

片
岡
不
二
夫

片
岡

　秀
雄

小
形

　弘
道

井
上

　豊
次

（
国
高
三
）

吉
田

　匡
宏

（
馬
上
免
町
）

北
畑

　孝
一

（
稲
寄
町
）

長
谷
川
直
尚

吉
田

　利
夫

吉
田

　雅
和

（
瓜
生
町
）

三
田
村
善
衛

堀
川

　覚
年

兵

　
勝

田
辺

　伊
市

吉
田

　
　正

吉
田

　輝
雄

舘

　
　昭
夫

（
高
木
町
）

川
上

　健
夫

田
中

　正
一

上
木

　
　明

上
木

　
　巧

上
木

　弥
一

窪
田

　正
則

上
木

　健
二

上
木

　弥
策

上
木
荘
一
郎

〈
大
虫
地
区
〉

（
大
虫
町
）

山
田

　照
二

永
崎

　邦
夫

土
谷

　由
幸

山
田

　邦
夫

仲
山

　義
雄

永
崎

　秀
男

谷
口

　一
彦

奥
山

　義
一

奥
山

　一
美

（
大
虫
本
町
）

三
好

　修
美

中
山
新
太
郎

天
谷

　
　勇

寺
尾
千
榮
子

芹
川

　雅
敏

（
上
四
目
町
）

伊
藤

　孝
一

用
田

　俊
一

（
下
四
目
町
）

田
中

　永
一

桑
原

　
　誠

（
高
森
町
）

菱
川
新
一
郎

菱
川

　公
也

（
丹
生
郷
町
）

菱
川

　守

上
嶋

　道
雄

（
三
ツ
俣
町
）

奥
山

　龍
夫

奥
山

　則
男

（
横
根
町
）

山
崎

　
　誠

（
北
山
町
）

長
谷
川

　進

五
十
嵐
敏
雄

岡
部

　
　巴

小
原

　
　静

（
上
太
田
町
）

大
久
保
健
一

大
久
保
栄
一

西
岡

　賢
人

（
下
太
田
町
）

竹
内

　弘
彰

（
新
保
町
）

前
澤

　髙
士

田
中

　嘉
喜

前
沢

　伸
吉

（
小
松
町･

新
町
）

吉
田

　弥
平

宮
脇

　幸
信

〈
坂
口
地
区
〉

（
中
津
原
町
）

浅
井

　東
治

野
村

　孝
雄

谷
口

　諒
一

（
下
中
津
原
町
）

下
出

　敏
裕

谷
口

　正
彦

藤
木

　保
男

（
下
別
所
町
）

田
中

　禎
仁

（
湯
谷
町
）

山
本

　幸
男

田
中

　和
夫

（
勾
当
原
町
）

仁
木

　昭
次

川
端

　義
照

髙
木

　幸
廣

（
中
山
町
）

山
下

　勝

内
山

　久
信

〈
王
子
保
地
区
〉

（
四
郎
丸
町
）

斉
藤

　
　但

山
本

　和
彦

山
本

　高
二

大
橋

　伸
安

大
橋
廣
之
進

（
塚
原
町
）

長
谷
川
長
治
郎

川
口

　義
弘

（
白
崎
町
）

上
良

　康
夫

岡
崎

　弘
宜

川
口

　米
士

髙
橋

　明
弘

小
泉

　
　哲

小
泉

　義
孝

（
春
日
野
町
）

吉
田

　節
夫

榎

　
　光
広

榎

　
　泰
章

（
今
宿
町
）

服
部

　一
夫

藤
木

　
　満

鈴
木

　隆
男

田
中

　俊
昭

（
国
兼
町
）

山
口

　重
和

山
本

　富
夫

冨
田

　正
多

出
口

　
　武

出
口

　秀
夫

（
大
塩
町
）

笠
島

　忠
雄

小
泉

　
　博

馬
場

　孝
一

小
泉

　有
良

谷
口

　文
剛

（
上
小
松
町
）

水
上

　洋
一

（
森
久
町
）

谷
口
喜
代
士

藤
木

　正
治

（
瓜
生
野
町
）

水
上
千
代
治

（
中
平
吹
町
）

近
藤

　数
信

佐
治

　直
哉

青
木

　喜
雄

三
田
村
幸
一

佐
治

　卯
門

三
田
村

　庵

（
下
平
吹
町
）

神
門

　和
人

三
田
村
嘉
則

〈
北
新
庄
地
区
〉

（
北
町
）小

柳
茂
兵
衛

上
島

　
　昇

辻
川

　吉
一

佐
々
木

　寛

福
岡

　廣
一

八
木

　英
行

上
田

　甚
一

片
岡

　耕
治

岩
尾

　信
治

岩
尾

　
　忠

八
木

　正
晴

（
杉
崎
町
）

関
本
新
右
衛
門

宮
本

　
　茂

宮
下

　巧
一

（
真
柄
町
）

長
谷
川
照
幸

渡
辺

　由
之

明
城

　政
之

牧
田

　峰
雄

（
戸
谷
町
）

福
岡

　達
夫

恵
美

　辰
實

中
西

　育
生

井
美

　公
一

林

　
　義
昭

（
長
尾
町
）

岡
田

　朋
宏

玉
村

　正
晴

（
中
新
庄
町
）

北
野
喜
與
一

夏
目

　正
樹

中
條

　健
一

田
地

　和
彦

宇
熊

　良
則

福
島

　幸
一

市
川

　武
夫

夏
梅

　秀
典

（
三
ツ
屋
町
）

尾
形

　茂
盛

納
村

　正
博

尾
形

　言
成

〈
北
日
野
地
区
〉

（
矢
放
町
）

川
端

　
　巧

佐
野

　清
一

佐
野

　正
行

（
帆
山
町
）

太
田

　和
彦

太
田

　喜
雄

（
矢
船
町
）

山
口

　泰
彦

野
村

　政
好

（
向
新
保
町
）

増
永

　曽
平

服
部

　常
雄

（
畑
町
）西

山

　尚
行

山
口

　達
雄

（
小
野
谷
町
）

杉
本

　義
弘

杉
本
與
志
一

杉
本

　英
則

杉
本

　昇
平

（
西
谷
町
）

笠
島

　
　保

（
荒
谷
町
）

松
原

　征
夫

（
平
林
町
）

大
塚

　善
治

蓑
輪

　一
男

大
塚
美
智
雄

大
塚
清
二
郎

（
庄
田
町
）

河
端

　常
夫

杉
本

　正
雄

河
端

　一
馬

（
大
手
町
）

伊
藤

　征
治

（
西
尾
町
）

山
形

　秀
幸

髙
島

　建
己

西
川

　敏
幸

河
端

　英
憲

玉
川

　栄
一

山
本

　幸
浩

北
野

　辰
彦

（
岩
内
町
）

竹
内

　広
美

牧
田

　良
和

岸
本
六
兵
衛

玉
村

　幸
枝

（
大
屋
町
）

美
濃

　孫
一

坂
野

　宇
内

辻

　
　晋
吾

武
内

　武
志

嵯
峨

　
　博

（
葛
岡
町
）

長
谷
川
浩
之

〈
味
真
野
地
区
〉

（
入
谷
町
）

坂
井

　俊
也

橋
本

　良
一

岸
梅
與
志
弘

（
中
居
町
）

宮
本

　重
治

中
川

　一
郎

紙
屋

　憲
和

飯
田

　広
幸

（
蓑
脇
町
）

畠
山
重
左
久

萩
原

　惣
一

山
本

　敏
和

畠
山

　忠
良

（
檜
尾
谷
町
）

佐
々
木
久
幸

蓑
輪

　貞
彦

（
余
川
町
）

宮
本

　康
男

三
田
村
範
幸

麹

　
　利
之

（
池
泉
町
）

池
田

　幸
雄

渋
谷
喜
久
雄

（
上
文
室
町
）

光
川

　一
夫

田
中

　佐
一

（
下
文
室
町
）

山
下
甚
一
郎

中
野

　義
勝

山
口

　秀
和

（
萱
谷
町
）

片
岡

　逸
男

片
岡

　英
章

（
上
大
坪
町･

味
真
野
町
）

土
本

　英
雄

中
野

　博
美

（
小
山
町
）

三
田
村
俊
一

山
岸

　
　治

光
川

　勝
司

（
吉
村
町
）

光
川

　謙
三

（
五
分
市
町
）

宇
野

　孝
恵

堂
後

　和
夫

髙
坂

　憲
治

齊
藤

　宣
昶

（
清
水
頭
町
）

紙
屋
仲
右
エ
門

（
上
真
柄
町
）

玉
崎

　清
二

（
徳
間
町
）

玉
村

　
　泉

髙
坂

　則
雄

（
口
宮
谷
町
）

斉
藤

　
　東

辻

　
　俊
和

（
奥
宮
谷
町
）

吉
田

　俊
弘

玉
村

　幸
雄

玉
村

　正
夫

〈
白
山
地
区
〉

（
都
辺
町･

上
杉
本
町
）

谷
口

　昌
之

奥
出

　
　昇

（
二
階
堂
町
）

佐
内

　孝
美

（
千
合
谷
町
）

中
嶋

　敏
夫

黒
田

　利
一

（
菖
蒲
谷
町
）

前
川

　功
次

（
堀
町
）黒

田

　誠
毅

（
土
山
町
）

東

　
　一
夫

西
谷

　
　啓

（
安
戸
町･

菅
町
）

宇
都
宮
末
己

（
米
口
町
）

仲
谷

　正
孝

小
原

　正
雄

（
丸
岡
町
）

大
西

　浩
之

山
腰

　
　進

前
野

　光
正

山
岸

　
　健

（
沓
掛
町･

日
の
向
町
）

清
水
端

　明

（
勝
蓮
花
町･

源
相
野
町
）

山
口

　和
男

（
小
野
町
）

寺
尾

　福
造

大
辻

　静
治

（
上
黒
川
町
）

奥
野

　忠
志

棗

　喜
三
雄

大
門

　正
美

（
下
黒
川
町
）

生
田

　健
一

生
田

　生
一

（
安
養
寺
町
）

西
田

　正
滋

竹
原

　幸
記

上
野

　嘉
蔵

表
利
右
衞
門

薮
上
與
四
郎

横
山

　一
衛

稲
場

　茂
昭

笹
木
主
一
郎

酒
井

　正
信

奥
田

　博
一

（
鴉
ヶ
平
町･

曽
原
町･

粟
野
町

）

堀
江

　照
夫

中
井

　清
春

水
野

　一
雄

（
小
杉
町
）

下
野

　邦
英

高
木

　龍
夫

（
牧
町
）上

野

　和
美

（
若
須
町
）

霜

　
 

実
男

（
中
野
町･

萩
原
町
）

嶋
田

　哲
男

山
下

　光
之

〈
南
条
地
区
〉

（
東
大
道
）

井
上 

　博

加
藤

　義
一

山
根 

　誠

小
林

　義
一

梅
田

　靖
博

（
西
大
道
）

川
﨑

　藤
次

川
崎

　吉
弘

平
野

　忠
男

澤
﨑

　和
長

（
東
谷
）東

　

 

貴
康

沢
﨑

　嘉
一

沢
﨑

　通
子

（
清
水
）髙

橋

　正
典

谷
川

　元
伯

髙
橋

　正
之

（
脇
本
）今

村

　晃
一

今
村

　和
裕

高
木

　博
司

山
内

　和
久

（
島
・
日
野
）

嶋
﨑

　喜
一

林

　

 

和
一

（
上
平
吹
）

平
澤

　

 

守

平
澤

　清
夫

西
川

　勇
治

（
鋳
物
師
）

諸
山

　広
多

片
山

　明
則

中
村

　甚
一

中
村 

　収

中
村

　沢
一

山
本 

　公

（
下
牧
谷
）

宇
野

　秋
夫

宮
地

　哲
三

宮
地

　勝
春

宮
地

　清
作

（
上
牧
谷
）

桂
川

　静
雄

竹
内

　弘
行

桂

　慶
一
郎

（
上
野
）馬

渕

　正
人

笛
吹

　光
明

山
﨑
清
右
エ
門

森

　

 

倫
啓

馬
渕 

　清

小
池

　和
秀

代
継

　淳
一

澤
田

　

 

耕

河
原

　広
則

（
堂
宮
）井

上

　尚
治

嶋
田

　良
弘

（
金
粕
）岩

﨑

　一
男

岩
嵜

　悦
子

（
中
小
屋
）

野
村 

　環

勝
見 

　薫

山
本

　俊
憲

澤
﨑

　良
博

（
阿
久
和
）

赤
澤 

　孝

嶋
﨑

　典
昭

勝
見

　達
雄

嶋
﨑 

　勉

（
鯖
波
）谷

﨑

　嘉
勝

掃
部

　祐
助

門
前

　信
二

笛
吹 

　巧

（
奥
野
々
）

藤
木

　光
二

青
木

　俊
昌

谷
口

　晶
則

（
上
別
所
）

井
上

　達
也

桂
川 

　亨

（
関
ヶ
鼻
）

井
上

　

 

實

〈
今
庄
地
区
〉

（
北
府
）松

田

　泰
博

荒
木

　忠
士

（
山
王
）森

下

　英
一

森
下

　義
信

（
日
吉
）出

口

　英
雄

松
浦
三
樹
雄

（
天
王
）谷

口

　俊
行

大
河
内

　肇

（
稲
荷
）山

口 
　巌

（
八
幡
）谷

口

　晴
俊

高
橋

　貞
義

（
旭
）

川
上

　寿
幸

城
野

　庄
一

小
林 

　悠

（
八
乙
女
）

登
坂

　光
雄

谷
口
仁
左
エ
門

赤
坂

　武
夫

（
燧
）

山
際

　脩
二

八
田

　峰
男

（
社
谷
）朝

倉

　義
孝

朝
倉

　勇
二

（
久
喜
）喜

村
喜
代
治

金
﨑

　修
二

（
長
沢
）藤

原

　綾
子

（
馬
上
免
）

出
口

　博
昭

小
林
り
よ
子

（
古
木
）大

塚
與
士
雄

伊
藤
喜
右
エ
門

田
中

　正
志

辻

　

 

弘
和

三
田
村
一
夫

（
上
温
谷
）

伊
藤

　政
美

（
小
倉
谷
）

山
﨑

　孝
一

永
野

　正
義

西
嶋

　久
夫

藤
川

　一
治

（
瀬
戸
）伊

藤 

　求

安
藤

　誠
一

安
藤

　五
雄

（
杉
谷
）北

村

　藤
雄

樫
原

　邦
夫

辻

　

 

義
則

（
杣
木
俣
）

青
木

　昌
則

（
今
庄
）中

山

　敏
幸

赤
田 

　稔

柴
田

　俊
幸

野
村

　義
一

（
南
今
庄
）

赤
田
ふ
み
代

赤
星

　憲
司

（
下
新
道
）

平
澤

　弘
嗣

吉
尾

　良
逸

（
上
新
道
）

横
谷 

　忍

阿
津
川
昭
文

田
中

　利
治

（
大
桐
）前

川

　永
光

川
端

　則
雄

（
二
ツ
屋
）

坂
本

　和
彦

（
合
波
）川

﨑

　正
俊

竹
原

　

 

一

杉
原

　憲
正

（
大
門
）竹

内

　隆
幸

土
田

　喜
計

（
孫
谷
）澤

﨑

　武
男

鈴
木

　和
男

（
荒
井･

八
飯
）

野
﨑

　和
彦

藤
井

　早
雄

澤
﨑

　康
彦

小
林

　雄
二

（
宇
津
尾
）

幸
明 

　寿

野
崎

　武
男

野
﨑

　良
浩

奥
田
キ
ク
ノ

西
山 

　満

（
橋
立
）藤

原

　

 

堅

高
嶋

　政
和

（
広
野
）野

﨑

　岩
雄

野
村

　正
和

　
　
　
　
　

〈
河
野
地
区
〉

（
大
谷
・
大
良
）

向
山

　博
実

中
野

　光
雄

（
河
内
）網

田

　浩
淳

麻
河 

　正

（
具
谷
）西

山

　郁
夫

森
下

　禎
一

（
赤
萩
）橋

爪

　健
一

橋
本

　賢
作

惣
次

　健
一

（
河
野
）前

　

 

幹
雄

治
部

　英
二

小
亀

　悟
美

（
今
泉
）坂

口

　俊
則

宮
下

　忠
義

（
甲
楽
城
）

北
野

　雄
二

神
戸

　一
喜

橋
詰

　正
明

清
水

　美
征

大
倉
利
喜
夫

生
駒

　一
義

（
糠･

八
田･

杉
山
）

青
木

　行
雄

木
下

　彰

川
瀬

　
　巌

向
瀬

　幸
恵

向
瀬

　義
則

向
瀬

　利
昭

（
敬
称
略
）
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【
敬
称
略
】

武
生
地
区

神
山
第
一
地
区

国
高
地
区

坂
口
地
区

王
子
保
地
区

北
新
庄
地
区

北
日
野
地
区

大
虫
地
区

神
山
地
区

吉
野
地
区

味
真
野
地
区

白
山
地
区

南
条
地
区

今
庄
地
区

河
野
地
区

北
府

平
出

上
市

姫
川

高
瀬

常
久
町

松
森
町

行
松
町

妙
法
寺
町

三
ツ
口
町

千
福
町

沢
町

岡
本
町

上
広
瀬

下
広
瀬

池
ノ
上
町

本
保
町

片
屋
町

氷
坂
町

余
田
町

家
久
町（
西
）

家
久
町（
東
）

芝
原
町

村
国
一
丁
目

村
国
二
丁
目

村
国
三
丁
目

八
幡
町

押
田
町

横
市
町

庄
町

塚
町

国
高
三
丁
目

馬
上
免
町

稲
寄
町

瓜
生
町

高
木
町（
上
）

高
木
町（
下
）

大
虫
町

大
虫
本
町

上
四
目
町

下
四
目
町

高
森
町

丹
生
郷
町

三
ツ
俣
町

横
根
町

北
山
町

上
太
田
町

下
太
田
町

新
保
町

新
町

小
松

中
津
原
町

下
中
津
原
町

下
別
所
町

勾
当
原
町

湯
谷
町

中
山
町

四
郎
丸
町

塚
原
町

白
崎
町

春
日
野
町

国
兼
町

大
塩
町

上
小
松
町

森
久
町

瓜
生
野
町

中
平
吹
町

下
平
吹
町

北
町

杉
崎
町

真
柄
町

戸
谷
町

長
尾
町

中
新
庄
町

三
ツ
屋
町

矢
放
町

帆
山
町

矢
船
町

向
新
保
町

畑
町

小
野
谷
町

西
谷
町

荒
谷
町

平
林
町

庄
田
町

大
手
町

西
尾
町

岩
内
町

大
屋
町

葛
岡
町

入
谷
町

中
居
町

蓑
脇
町

桧
尾
谷
町

余
川
町

池
泉
町

上
文
室
町

下
文
室
町

萱
谷
町

上
大
坪
町

味
真
野
町

小
山
町

吉
村

五
分
市
町

若
宮
町

上
真
柄
町

徳
間

口
宮
谷
町

奥
宮
谷
町

都
辺
町
・
上
杉
本
町

二
階
堂
町

千
合
谷
町

菖
蒲
谷
町

堀
町

土
山
町

安
戸
町

米
口
町

丸
岡
町

沓
掛

勝
蓮
花
町

小
野
町

新
小
野
町

上
黒
川

下
黒
川

安
養
寺
町

曽
原
町

粟
野
町

小
杉
町

牧
町

若
須
町

中
野
町

萩
原
町

鴉
ヶ
平

東
大
道

西
大
道

東
谷

清
水

脇
本

嶋上
平
吹

鋳
物
師

下
牧
谷

上
牧
谷

上
野

堂
宮

金
粕

中
小
屋

阿
久
和

鯖
波

奥
野
々

上
別
所

関
ケ
鼻

北
府

山
王

日
吉

天
王

稲
荷

八
幡

旭八
乙
女

燧社
谷

久
喜

長
沢

馬
上
免

古
木

上
温
谷

小
倉
谷

瀬
戸

杉
谷

杣
木
俣

今
庄
下

今
庄
中

今
庄
上

南
今
庄

下
新
道

上
新
道

大
桐

二
ツ
屋

合
波

大
門

孫
谷

荒
井

八
飯

宇
津
尾

橋
立

広
野

大
谷

大
良

河
内

具
谷

赤
萩

河
野

今
泉

甲
楽
城

糠八
田
・
杉
山

加

藤

一

行

内

藤

克

覚

松

谷

泰

宏

大

柳

覚

行

達

川

金

作

吉

江

一

則

山

内

俊

一

勝

見

一

彦

小

林

正

明

杉

原

賢

治

田

中

憲

男

西 

川 
伊
知
郎

田

中

光

博

山

西

　
実

安

井

貞

彦

石

田

一

三

小

林

和

明

垣

内

弘

明

山

奥

宏

治

青

木

達

夫

道

場

敏

和

田

中

　
博

江

指

博

幸

宮

川

裕

治

永

宮

忠

義

片

山

　
深

西

尾

　
壽

水

野

修

一

水

野

興

修

水

野

正

道

奥

野

正

信

木

村

敬

三

中

　野

　昭

　一

高

田

和

彦

村

上

重

明

加

藤

康

尊

宇

野

正

明

山

田

康

博

平

崎

文

男

小

形

秀

男

牧

　野

　隆

　一

北

　畑

　孝

　一

吉

田

健

秀

馬

田

博

治

塚

崎

重

忠

塚

崎

俊

幸

山

田

邦

夫

仲

山

善

雄

寺

尾

隆

彦

伊

藤

則

雄

田

辺

　
薫

菱 

川 

新
一
郎

水

上

正

美

奥

山

良

宏

青

木

裕

彦

佐
々
木

　
　
　悟

大
久
保

　栄

　一

谷

　口

　利

　一

川

端

利

雄

宮

脇

幸

信

藤

　本

　利

　一

谷

橋

善

規

谷

口

正

彦

谷

川

　
治

向

井

正

和

山

本

　
登

宮

川

清

治

山 

本 

順
一
郎

石

田

吉

彦

宮

下

裕

安

川

﨑

典

伯

上

良

康

夫

榎

　
泰

章

山

口

重

和

出

口

正

則

橋

本

　
勉

大

　友

　福

　一

橘

　
　
　利

　一

谷

口

　
基

水 

上 

千
代
治

三
田
村

　幸

　一

佐

治

卯

門

山 

口 

三
四
郎

加

藤

康

則

玉

村

秀

光

畠

中

孝

徳

佐
々
木

　
　
　孝

宮

本

昭

治

牧

田

峰

雄

林

　
隆

章

水

口

　
勲

玉

村

直

人

中

間

久

夫

中

條

和

男

納

村

淳

治

佐 

野 

太
治
郎

土

田

浩

司

川

崎

規

生

増

永

知

明

山

口

達

雄

杉

本

義

弘

笠

　島

　幸

　一

林

　
由

成

大 

塚 

純
一
郎

福

岡

博

喜

伊

　藤

　敬

　一

山

本

幸

浩

牧

田

善

明

平

井

　
実

塚

崎

康

雄

橋

本

　
正

孝

治

太

士

大

場

好

三

畑

　
弘

明

麹

　
利

之

橋

詰

實

雄

田

中

仁

文

山

口

秀

和

片

岡

広

和

平

野

久

治

増

田

義

治

三
田
村 

義 

昭

高

坂

俊

樹

齊

藤

宜

昶

紙 

屋 

仲
右
ェ
門

玉

崎

清

二

玉

村

嘉

男

大

塚

清

海

山

口

正

行

恒

本

邦

夫

宮

崎

礼

三

黒

　田

　利

　一

前

川

功

次

山

　田

　英

　一

黒

　田

　慎

　一

宇
都
宮 

末 

己

仲

谷

正

孝

鈴

木

義

広

清
水
端

　
　
　明

山

口

和

男

寺

尾

忠

保

大

辻

静

治

棗

　
　
　喜
三
雄

今

下

忠

雄

上

野

　
博

丸

　山

　堅

　一

津

　持

　祐

　一

中

井

清

春

眼

関

清

徳

宮

下

勝

實

滝

見

俊

行

上

田

裕

和

山

口

正

秀

水

野

一

雄

山

根

　
誠

川

崎

吉

弘

沢

　崎

　嘉

　一

高

木

一

郎

今

村

正

人

嶋

　崎

　喜

　一

平

澤

清

嗣

中

　村

　沢

　一

上

田

利

幸

竹

内

弘

行

森

　
明

弘

井

上

尚

治

橋

本

政

和

野

村

弘

昭

赤

澤

幸

弘

谷

﨑

嘉

勝

渕

崎

祐

治

井

上

達

也

澤

崎

輝

男

毛
利
田

　
　
　栄

大

塚

守

久

勝

見

師

義

井

坂

　
博

山

本

　
茂

谷

口

晴

俊

城

野

弘

光

池

　川

　洋

　一

野

村

義

行

関

根

哲

雄

喜 

村

　喜
代
治

神

谷

英

樹

小

林

義

英

桶

谷

高

文

伊

藤

政

美

藤

川

一

治

安

　藤

　誠

　一

川

本

繁

和

森

崎

輝

男

柴

田

俊

幸

中

山

敏

幸

赤

田

　
稔

井

上

重

治

田

嶋

秀

夫

堂

湯

敬

雄

艸

分

英

治

山

口

勝

也

京

藤

睦

治

豊

岡

　
雪

赤

沢

敏

宏

小

林

文

夫

野

崎

正

和

西

山

仁

徳

藤

原

　
堅

龍

崎

政

廣

向

山

　
貢

川

島

　
保

倉

橋

隆

儀

谷

口

康

弘

橋

　爪

　健

　一

小

亀

悟

美

宮

下

忠

義

大 

倉 

利
喜
夫

向

瀬

幸

恵

道

場

三

郎

されました。1年間よろしくお願い致します。各町内ごとに218名の農家組合長さんが選任
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組合長のご紹介平成28年度 農家

【
敬
称
略
】

武
生
地
区

神
山
第
一
地
区

国
高
地
区

坂
口
地
区

王
子
保
地
区

北
新
庄
地
区

北
日
野
地
区

大
虫
地
区

神
山
地
区

吉
野
地
区

味
真
野
地
区

白
山
地
区

南
条
地
区

今
庄
地
区

河
野
地
区

北
府

平
出

上
市

姫
川

高
瀬

常
久
町

松
森
町

行
松
町

妙
法
寺
町

三
ツ
口
町

千
福
町

沢
町

岡
本
町

上
広
瀬

下
広
瀬

池
ノ
上
町

本
保
町

片
屋
町

氷
坂
町

余
田
町

家
久
町（
西
）

家
久
町（
東
）

芝
原
町

村
国
一
丁
目

村
国
二
丁
目

村
国
三
丁
目

八
幡
町

押
田
町

横
市
町

庄
町

塚
町

国
高
三
丁
目

馬
上
免
町

稲
寄
町

瓜
生
町

高
木
町（
上
）

高
木
町（
下
）

大
虫
町

大
虫
本
町

上
四
目
町

下
四
目
町

高
森
町

丹
生
郷
町

三
ツ
俣
町

横
根
町

北
山
町

上
太
田
町

下
太
田
町

新
保
町

新
町

小
松

中
津
原
町

下
中
津
原
町

下
別
所
町

勾
当
原
町

湯
谷
町

中
山
町

四
郎
丸
町

塚
原
町

白
崎
町

春
日
野
町

国
兼
町

大
塩
町

上
小
松
町

森
久
町

瓜
生
野
町

中
平
吹
町

下
平
吹
町

北
町

杉
崎
町

真
柄
町

戸
谷
町

長
尾
町

中
新
庄
町

三
ツ
屋
町

矢
放
町

帆
山
町

矢
船
町

向
新
保
町

畑
町

小
野
谷
町

西
谷
町

荒
谷
町

平
林
町

庄
田
町

大
手
町

西
尾
町

岩
内
町

大
屋
町

葛
岡
町

入
谷
町

中
居
町

蓑
脇
町

桧
尾
谷
町

余
川
町

池
泉
町

上
文
室
町

下
文
室
町

萱
谷
町

上
大
坪
町

味
真
野
町

小
山
町

吉
村

五
分
市
町

若
宮
町

上
真
柄
町

徳
間

口
宮
谷
町

奥
宮
谷
町

都
辺
町
・
上
杉
本
町

二
階
堂
町

千
合
谷
町

菖
蒲
谷
町

堀
町

土
山
町

安
戸
町

米
口
町

丸
岡
町

沓
掛

勝
蓮
花
町

小
野
町

新
小
野
町

上
黒
川

下
黒
川

安
養
寺
町

曽
原
町

粟
野
町

小
杉
町

牧
町

若
須
町

中
野
町

萩
原
町

鴉
ヶ
平

東
大
道

西
大
道

東
谷

清
水

脇
本

嶋上
平
吹

鋳
物
師

下
牧
谷

上
牧
谷

上
野

堂
宮

金
粕

中
小
屋

阿
久
和

鯖
波

奥
野
々

上
別
所

関
ケ
鼻

北
府

山
王

日
吉

天
王

稲
荷

八
幡

旭八
乙
女

燧社
谷

久
喜

長
沢

馬
上
免

古
木

上
温
谷

小
倉
谷

瀬
戸

杉
谷

杣
木
俣

今
庄
下

今
庄
中

今
庄
上

南
今
庄

下
新
道

上
新
道

大
桐

二
ツ
屋

合
波

大
門

孫
谷

荒
井

八
飯

宇
津
尾

橋
立

広
野

大
谷

大
良

河
内

具
谷

赤
萩

河
野

今
泉

甲
楽
城

糠八
田
・
杉
山

加

藤

一

行

内

藤

克

覚

松

谷

泰

宏

大

柳

覚

行

達

川

金

作

吉

江

一

則

山

内

俊

一

勝

見

一

彦

小

林

正

明

杉

原

賢

治

田

中

憲

男

西 

川 

伊
知
郎

田

中

光

博

山

西

　
実

安

井

貞

彦

石

田

一

三

小

林

和

明

垣

内

弘

明

山

奥

宏

治

青

木

達

夫

道

場

敏

和

田

中

　
博

江

指

博

幸

宮

川

裕

治

永

宮

忠

義

片

山

　
深

西

尾

　
壽

水

野

修

一

水

野

興

修

水

野

正

道

奥

野

正

信

木

村

敬

三

中

　野

　昭

　一

高

田

和

彦

村

上

重

明

加

藤

康

尊

宇

野

正

明

山

田

康

博

平

崎

文

男

小

形

秀

男

牧

　野

　隆

　一

北

　畑

　孝

　一

吉

田

健

秀

馬

田

博

治

塚

崎

重

忠

塚

崎

俊

幸

山

田

邦

夫

仲

山

善

雄

寺

尾

隆

彦

伊

藤

則

雄

田

辺

　
薫

菱 

川 

新
一
郎

水

上

正

美

奥

山

良

宏

青

木

裕

彦

佐
々
木

　
　
　悟

大
久
保

　栄

　一

谷

　口

　利

　一

川

端

利

雄

宮

脇

幸

信

藤

　本

　利

　一

谷

橋

善

規

谷

口

正

彦

谷

川

　
治

向

井

正

和

山

本

　
登

宮

川

清

治

山 

本 

順
一
郎

石

田

吉

彦

宮

下

裕

安

川

﨑

典

伯

上

良

康

夫

榎

　
泰

章

山

口

重

和

出

口

正

則

橋

本

　
勉

大

　友

　福

　一

橘

　
　
　利

　一

谷

口

　
基

水 

上 

千
代
治

三
田
村

　幸

　一

佐

治

卯

門

山 

口 

三
四
郎

加

藤

康

則

玉

村

秀

光

畠

中

孝

徳

佐
々
木

　
　
　孝

宮

本

昭

治

牧

田

峰

雄

林

　
隆

章

水

口

　
勲

玉

村

直

人

中

間

久

夫

中

條

和

男

納

村

淳

治

佐 

野 

太
治
郎

土

田

浩

司

川

崎

規

生

増

永

知

明

山

口

達

雄

杉

本

義

弘

笠

　島

　幸

　一

林

　
由

成

大 

塚 

純
一
郎

福

岡

博

喜

伊

　藤

　敬

　一

山

本

幸

浩

牧

田

善

明

平

井

　
実

塚

崎

康

雄

橋

本

　
正

孝

治

太

士

大

場

好

三

畑

　
弘
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郎

されました。1年間よろしくお願い致します。各町内ごとに218名の農家組合長さんが選任
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トウモロコシ 原産地：メキシコから南アメリカ北部
［果菜類・イネ科］　

トウモロコシはメキシコから南アメリカ北部が原産。主要野菜の中では唯
一のイネ科の植物です。高温を好むので、できるだけ日当たりのよい場所
を選んで栽培します。甘くて美味しいトウモロコシは野菜の中でも珍しく高
カロリーで、糖質、たんぱく質を主成分としています。夏の暑い日に美味し
いトウモロコシで体力回復を ！

今月は

栽培方法

❶畑の準備

家の光協会発行「家の光 2015年2月号 家庭菜園」（板木利隆著）より

第1回

ふねん栽培方法

❷元肥入れ

❺苗づくり（育苗の場合）

❹間引き

❼追肥

❽病害虫防除❻植えつけ

●種まき（じかまき）　□収穫

〈畝の長さ1ｍ当たり〉
石灰　大さじ3杯
堆肥　7～8握り
化成肥料　大さじ3杯

❸種まき
ポリフィルムでマルチを
し、穴をあけてじかまき
する。マルチをしない場
合より、約半月生育が早
まる

畑では発芽始めに鳥害を受けやすい。危険な場合に
は5～6cmに伸びるまで、べた掛け資材で覆うとよい

草丈が10cmぐらいに伸びた頃、
間引いて1本立てとする

種は1か所に2粒まく。
2～3cmの深さに指先
で押し込む

苗の仕上がり
本葉3枚

深根性でやや多肥好み。
畝全面に元肥をばらまき
20cmの深さに耕し込む。
種まき、または植えつけの
半月以上前におこなう

128穴セルトレーまたは 
ポリ鉢に1鉢1粒まく。深
さは約1cm。吸水処理し
なくてもよく発芽する

先端不稔の少ない大きな
穂をとるには、肥料切れさ
せないことがたいせつ

発芽適温は30～35℃。最低でも7℃を保つ。発芽後
はできるだけ25～27℃に保つように

低温期にはトンネルで保温する。
乾きすぎないよう灌水に留意する

セルトレーに十分灌水し、根鉢が崩れないように苗を
抜き取り、植えつける

1列に長く植えるよりも、数列に植えるほうが花粉が
よくつき、実入りがよい

〈畝の長さ1ｍ当たり〉
化成肥料　大さじ2杯
油粕　大さじ3杯

第2回
雄穂の出始めの頃

〈畝の長さ
1m当たり〉
化成肥料
大さじ2杯

第3回
雌穂の受精が
終わりかけた頃

〈畝の長さ
1m当たり〉
化成肥料
大さじ2杯

背丈40～50ｃｍほどに伸びた頃、浅い溝を掘り、肥
料を施して畝に寄せ、株元に敷きわらをする

予定畑はできるだけ早く全面に石灰をまいて耕して
おく〈1㎡当たり〉石灰　大さじ3～5杯

雄花が伸び始めた頃、殺虫剤を散布する。アワノメイ
ガの幼虫が大敵。葉裏に産卵し葉を食べたあと、茎の
中に入り込む。

花粉がついて受精し
てから3週間くらい
たち、絹糸が茶色に
縮れた頃

つかむと中に手
ごたえがある

穂先のほうの皮をむ
いて、種実の充実状
態を確かめる

❾収穫

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

栽培カレンダー

●

敷きわら

絹糸

①
三
月
・
四
月
主
要
業
務
報
告
に
つ
い

て
②
Ｊ
Ａ
財
務
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て

・
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
き
作

成
さ
れ
た
財
務
に
関
す
る
報
告
書
の

内
容
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

③
自
由
金
利
型
貯
金
の
金
利
及
び
余
裕

金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

④
貸
出
金
金
利
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

・
農
業
近
代
化
資
金
が
〇
．
二
％
引
き

下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
農
業
経

営
支
援
資
金
（
災
害
資
金
）
が
〇
．

二
％
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

⑤
全
般
統
制
評
価
に
つ
い
て

・
内
部
牽
制
及
び
役
員
の
内
部
統
制
業

務
が
正
確
に
行
わ
れ
て
い
る
か
等
の

評
価
結
果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

⑥
内
部
監
査
の
品
質
評
価
（
外
部
評

価
）
結
果
に
つ
い
て

・
十
二
月
末
を
評
価
基
準
に
二
十
七
の

評
価
項
目
に
つ
い
て
内
部
評
価
を
実

施
し
、
そ
の
内
部
評
価
結
果
に
基
づ

く
全
国
監
査
機
構
の
外
部
評
価
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

⑦
大
麦
の
生
育
状
況
と
防
除
に
つ
い
て

・
大
麦
の
生
育
状
況
及
び
赤
か
び
病
の

適
期
防
除
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

①
三
月
末
残
高
試
算
表
の
承
認
並
び
に

仮
決
算
結
果
に
つ
い
て

・
三
月
末
仮
決
算
の
詳
細
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

②
平
成
二
十
七
年
度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ

ャ
ー
誌
に
つ
い
て

・
平
成
二
十
七
年
度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ

ャ
ー
誌
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
後
日
各
事

業
所
に
配
備
い
た
し
ま
し
た
。

③
企
業
年
金
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
・
「
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
の
施
行
に
伴
う
、
企

業
年
金
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

④
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
利
用
者
保
護
等
管
理
規

程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

・
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
に

伴
う
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
利
用
者
保
護
等

管
理
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

⑤
福
井
県
ジ
ェ
イ
エ
イ
酒
販
㈱
と
の
土

地
賃
貸
借
契
約
の
解
除
お
よ
び
㈱
コ

ー
プ
武
生
と
の
土
地
賃
貸
借
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

⑥
平
成
二
十
八
年
産
米
の
出
荷
契
約
金

に
つ
い
て

・
昨
年
同
様
、
契
約
米
で
五
千
円
／

俵
、
加
工
用
米
・
備
蓄
米
で
三
千
円

／
俵
を
支
払
う
こ
と
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

⑦
「
共
同
乾
燥
施
設
改
修
工
事
等
に
お

け
る
不
適
切
行
為
の
事
実
確
認
の
た

め
の
第
三
者
委
員
会
」
の
設
置
に
つ

い
て

⑧
理
事
と
組
合
と
の
契
約
に
つ
い
て

・
農
産
物
検
査
業
務
を
実
施
す
る
う
え

で
、
理
事
二
名
と
組
合
と
の
間
で
農

産
物
検
査
員
労
働
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

⑨
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

・
四
月
十
七
日
の
暴
風
被
害
に
よ
る
農

協
会
館
屋
上
防
水
工
事
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
専
門
業
者
数
社
か
ら
の

見
積
取
得
及
び
随
意
契
約
に
つ
い

て
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

①
人
事
異
動
に
つ
い
て

②
五
月
行
事
予
定
に
つ
い
て

③
役
員
賠
償
責
任
保
険
の
継
続
に
つ
い

て
④
ク
ー
ル
ビ
ズ
実
施
に
つ
い
て

・
環
境
問
題
へ
の
具
体
的
な
取
組
み
と

し
て
、
五
月
九
日（
月
）か
ら
十
月
三

十
一
日（
月
）ま
で
の
期
間
、
ク
ー
ル

ビ
ズ
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

平成28年4月22日
開会…14時20分
閉会…17時35分
出席理事…18名
出席監事…5名
女性参与…1名

第78回
報
告
事
項

附
議
事
項

第470回

㈱コープ武生
取締役会報告
㈱コープ武生
取締役会報告

そ
の
他

①
三
月
末
残
高
試
算
表
並
び
に
仮
決
算

（
案
）
の
承
認
に
つ
い
て

②
固
定
資
産
取
得
に
つ
い
て

③
Ｊ
Ａ
越
前
た
け
ふ
と
の
土
地
の
賃
貸

借
契
約
に
つ
い
て

④
福
井
県
ジ
ェ
イ
エ
イ
酒
販
と
の
土

地
・
固
定
資
産
の
賃
貸
借
契
約
に
つ

い
て

⑤
取
締
役
の
解
任
に
つ
い
て

附
議
事
項

㈱コープ武生
臨時株主総会報告
㈱コープ武生
臨時株主総会報告

第
一
号
議
案

・
営
業
譲
受
に
つ
い
て

第
二
号
議
案

・
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

附
議
事
項

平成28年4月22日
開会…14時00分
閉会…14時10分
出席取締役…18名
出席監査役…5名
女性参与…1名

平成28年4月22日
開会…14時10分
閉会…14時15分
出席取締役…18名
出席監査役…5名
女性参与…1名
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2 3 - 3 1 0 0
2 8 - 7 7 7 7
2 5 - 7 7 7 7

中 央 支 店
西 部 支 店
東 部 支 店

2 2 - 3 3 5 5
2 7 - 1 2 0 0
4 7 - 7 7 7 7

北 日 野 支 店
味 真 野 支 店
南 条 支 店

2 2 - 0 9 0 0
4 5 - 7 7 7 7

王 子 保 支 店
今 庄 支 店

ホームページ
 (http://www.ja-echizentakefu.or.jp）ＪＡ越前たけふ

ＪＡ年金日帰り旅行
～歴史探訪シリーズ～

智将「大谷吉継」ゆかりの地と敦賀散策の旅

当
Ｊ
Ａ
恒
例
の
年
金
日
帰
り
旅

行
が
、
五
月
十
七
日
、
十
八
日
の

両
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
旅

行
は
当
Ｊ
Ａ
で
年
金
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
を
対
象
に
し
た
も
の

で
、
八
十
四
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
に

も
登
場
す
る
大
名
、
大
谷
吉
継

ゆ
か
り
の
地
の
散
策
を
し
た
後
、

「
敦
賀
ま
つ
り
」
に
使
用
さ
れ
る

山
車
の
展
示
、「
人
道
の
港 

敦
賀

ム
ゼ
ウ
ム
」
の
見
学
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
敦
賀
の
歴
史
と

物
語
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

敦賀城の欄間や礎石、吉継ゆかりの

茶壺、大鳥居、石灯篭、龍の彫刻など

歴史的遺産を見学しました。

「敦賀まつり」で使われる山車を

一堂に展示しており、祭りの臨場感を

味わえます。

敦賀城裏門から移築された中門

や腰高障子（県文化財指定）が

あり、当時の面影を感じさせます。

シベリアで救出されたポーラン

ド孤児、ナチスドイツの手から逃

れたユダヤ人難民が、杉原千畝が

発給した“命のビザ”を握りしめ、

敦賀港に上陸したことに関連した

展示や映像などを見学しました。

「けいさん」の愛称で親しまれる気比神宮は、大宝２年に建立

されたと伝えられています。高さ１１ｍの大鳥居（重要文化財）は

春日大社・厳島神社に並ぶ日本三大木造大鳥居の一つです。

７柱のご祭神をまつる
北陸道の総鎮守

当時の証言を展示

人道の港
敦賀ムゼウム

来迎寺気比神宮

敦　賀
八幡神社

みなとつるが
山車会館
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年
金
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
を
対
象
に
し
た
も
の

で
、
八
十
四
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
に

も
登
場
す
る
大
名
、
大
谷
吉
継

ゆ
か
り
の
地
の
散
策
を
し
た
後
、

「
敦
賀
ま
つ
り
」
に
使
用
さ
れ
る

山
車
の
展
示
、「
人
道
の
港 

敦
賀

ム
ゼ
ウ
ム
」
の
見
学
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
敦
賀
の
歴
史
と

物
語
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

敦賀城の欄間や礎石、吉継ゆかりの
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「敦賀まつり」で使われる山車を

一堂に展示しており、祭りの臨場感を
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敦賀城裏門から移築された中門

や腰高障子（県文化財指定）が

あり、当時の面影を感じさせます。

シベリアで救出されたポーラン

ド孤児、ナチスドイツの手から逃

れたユダヤ人難民が、杉原千畝が

発給した“命のビザ”を握りしめ、

敦賀港に上陸したことに関連した

展示や映像などを見学しました。

「けいさん」の愛称で親しまれる気比神宮は、大宝２年に建立

されたと伝えられています。高さ１１ｍの大鳥居（重要文化財）は

春日大社・厳島神社に並ぶ日本三大木造大鳥居の一つです。

７柱のご祭神をまつる
北陸道の総鎮守

当時の証言を展示

人道の港
敦賀ムゼウム

来迎寺気比神宮

敦　賀
八幡神社

みなとつるが
山車会館
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五
月
七
日
、
越
前
た
け
ふ
農
協

会
館
で
親
子
食
農
体
験
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。
二
十
八
名
が
参
加

し
、
ナ
ス
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
苗
の
植

え
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
水
や
肥
料
の
や
り

方
な
ど
、
育
て
る
上
で
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
聞
き
な
が
ら
、
苗
が
育
つ
よ

う
心
を
込
め
て
植
え
て
い
ま
し
た
。

ほほえみ通
信親

子
食
農
体
験

五
月
十
八
日
、
白
山
地
区
で
、
当
Ｊ
Ａ

が
米
の
取
引
を
し
て
い
る
販
売
先
に
、
消

費
者
交
流
会
の
一
環
と
し
て
、
田
植
え
体

験
ツ
ア
ー
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

関
西
地
区
に
あ
る
外
食
チ
ェ
ー
ン
店
の

役
員
や
店
長
な
ど
約
二
十
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

参
加
者
は
、
農
家
の
方
の
説
明
を
受
け

な
が
ら
手
植
え
を
体
験
し
、
土
の
感
触
に

感
動
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

トピック
ス

消
費
者
交
流
会 

田
植
え
体
験
ツ
ア
ー

五
月
十
日
、
本
店
四
階
大
ホ
ー
ル
で
平
成
二
十

八
年
度
産 

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
買
入
・
環
境
保
全
型

農
業
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
百
七
十
名
の
生
産
者

が
参
加
し
ま
し
た
。
研
修
内
容
に
つ
い
て
は
、
省

農
薬
あ
き
さ
か
り
の
収
量
品
質
向
上
、
特
別
栽

培
コ
シ
ヒ
カ
リ
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
詳
し

く
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
又
、
環
境
保
全
型
農

業
直
接
支
払
制
度
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
買
入
制
度

コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い
て
、
特
別
栽
培
米
団
体
申
請

の
注
意
事
項
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

トピック
ス

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
買
入・

　
　
　
　環
境
保
全
型
農
業
研
修
会

五
月
九
日
、
冨
田
組
合
長
と
中
西
専
務
が
南

越
前
町
の
川
野
町
長
、
岩
倉
副
町
長
を
訪
れ
、

管
内
の
特
別
栽
培
米
の
取
り
組
み
や
環
境
保
全

型
農
業
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

又
、
平
成
三
十
年
か
ら
の
生
産
調
整
の
見
直
し

に
向
け
、
水
稲
の
生
産
コ
ス
ト
を
四
割
以
上
削

減
す
る
た
め
、
飼
料
用
米
を
給
餌
し
た
鶏
の
発

酵
鶏
糞
等
を
利
用
し
た
「
有
機
循
環
型
農
業
」

の
必
要
性
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
鶏
糞

散
布
装
置
の
導
入
支
援
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

五
月
六
日
、
本
店
四
階
大
ホ
ー
ル
で
平
成
二

十
八
年
度
産
の
日
本
晴
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、
百
五
十
名
の
生
産
者
が
参
加

し
ま
し
た
。
研
修
内
容
に
つ
い
て
は
、
日
本
晴
復

活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
平
成
三
十
年
か
ら
の

自
主
転
作
に
向
け
た
作
付
面
積
を
さ
ら
に
拡
大

し
て
い
く
方
針
や
収
量
品
質
を
上
げ
る
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
、
二
毛
作
日
本
晴
の
取
り
組
み
、
獣
害
防

止
対
策
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

トピック
ス

日
本
晴
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
修
会

五
月
十
八
日
、
越
前
市
と
Ｊ
Ａ
越
前
た
け
ふ
の

農
政
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、

二
十
八
年
度
の
越
前
市
の
当
初
予
算
と
Ｊ
Ａ
の
新

規
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

Ｊ
Ａ
か
ら
は
越
前
た
け
ふ
米
の
Ｐ
Ｒ
に
か
か

る
産
地
消
費
者
交
流
の
開
催
や
有
害
鳥
獣
対
策
予

算
の
拡
充
に
つ
い
て
、
越
前
市
か
ら
は
平
成
三
十

年
に
向
け
、
農
家
の
進
む
べ
き
方
向
性
の
舵
取
り
を

大
い
に
期
待
し
た
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

トピック
ス

越
前
市
と
の
農
政
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　意
見
交
換
会

トピック
ス

南
越
前
町
長
へ
の
要
請

五
月
十
二
日
、
レ
イ
ン
ボ
ー
パ
ー
ク

南
条
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
で
、

南
条
支
店
第
三
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
を
開
催
し
、
五
十
四
名
の
組

合
員
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。好

天
に
も
恵
ま
れ
、
和
や
か
な
中

に
も
真
剣
な
プ
レ
ー
が
み
ら
れ
、
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
も
い
く
つ
か
出
る
と
い
う

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

トピック
ス

南
条
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

五
月
二
日
、
管
内
九
ヵ
所
の
育
苗
セ

ン
タ
ー
の
管
理
者
や
営
農
指
導
員
が
、

各
地
の
育
苗
ハ
ウ
ス
の
日
本
晴
や
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
苗
の
生
育
状
況
に
つ
い
て
巡

回
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
の
苗
は
比
較
的
順
調
に
生
育

し
て
お
り
、
営
農
指
導
員
か
ら
は
五

月
中
下
旬
の
適
期
田
植
え
に
向
け
て
、

潅
水
時
期
や
ハ
ウ
ス
内
の
換
気
に
十
分

注
意
す
る
よ
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

トピック
ス

管
内
育
苗
施
設
巡
回
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牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20～5/20

双子座
5/21～6/21

蟹座
6/22～7/22

【全体運】フットワークが軽くなりそう。
興味のあることには、意欲的にトライ
してみましょう。旅行も大賛成！
【健康運】小まめに運動すると、体力
アップ効果大
【幸運の食べ物】エダマメ

【全体運】部屋の片付けをしたり、趣
味や好きなことを楽しんだり、ゆったり
過ごして。じっくり情報を集めるのにも
最適
【健康運】自然体が一番。徹夜などの
無理は避けて
【幸運の食べ物】オクラ

【全体運】新しいことを始めるのに向
いています。温めていたプランを実行
に移してみて。未体験ジャンルでも成
功の兆し
【健康運】オーバーワークにご用心。
ほどほどが正解
【幸運の食べ物】イワシ

【全体運】気配り上手を目指すこと
で、つきが巡ってくる星回り。持ち前
の面倒見の良さを生かして。鏡を磨く
のも開運に
【健康運】何か運動を始めると、上達
が早く刺激に
【幸運の食べ物】アンズ

【全体運】人脈を広げるチャンスで
す。飲み会やレジャーの誘いには気
軽に応じて。美術館巡りも良い刺激
に
【健康運】うっかりしがち。慎重な行動
を心掛けて
【幸運の食べ物】ピーマン

【全体運】自分の殻に閉じこもりやす
くなる気配。周囲の意見に耳を傾け、
柔軟性を発揮しましょう。読書で気分
転換を
【健康運】有益な健康法を発見。元
気に過ごせそう
【幸運の食べ物】ミョウガ

【全体運】行動力がアップする時期。
過去に駄目だったことへの再トライも
成功率は高め。海外に興味を持つの
もラッキー
【健康運】食生活の見直しを。栄養バ
ランスが大事
【幸運の食べ物】トマト

【全体運】物事を悪い方に考えてしま
いがち。意識的にプラス思考を心掛
けて。ヒーリング音楽を聴くとリラック
ス効果大
【健康運】疲労をため込まないよう、休
息が必須
【幸運の食べ物】サンショウ

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～10/23

蠍座
10/24～11/22

【全体運】コロコロ意見を変え、印象
ダウンを招きやすいかも。気まぐれな
言動は厳禁です。運気回復には花を
飾るのが◎
【健康運】不規則な生活リズムを改
善すれば、好転
【幸運の食べ物】サクランボ

【全体運】心理的に不安定になりや
すい月。不平不満や愚痴が増え、運
を落とす結果に。笑顔キープが好運
の鍵になります
【健康運】ストレッチを習慣にすると体
調に好影響
【幸運の食べ物】シソ

【全体運】気の合う仲間たちとにぎや
かに過ごすのに良い期間。レジャーを
満喫することで、自然と運も上向くは
ず
【健康運】笑いのある生活がストレス
解消の秘訣（ひけつ）に
【幸運の食べ物】アナゴ

【全体運】ささいなことでいらいら気
味。周囲の欠点に目が行きやすいの
で、長所を見るようにして。気晴らしに
は料理が吉
【健康運】スポーツを楽しむことで体
の調子アップ
【幸運の食べ物】シシトウ

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20

6月

★奥野美樹さん (お母さん )から祐都くんへ

雨降りの日も、元気いっぱいに

黒川町
　奥　野　祐　都 く　ん（2歳9ヵ月）

ゆうおく の と

スマートフォンサイトは
こちらから!

ＪＡ越前たけふホームページ　http://www.ja-echizentakefu.or.jp/

　ＪＡ越前たけふのホームページでは、料理・営農情報などを
見ることができます。
　「生活／女性部」の「お料理レシピ」では、
食の寺子屋や親子食農体験などで作った
料理のレシピを写真つきで公開しています。
ぜひご覧ください。

よく遊び、よく食べ
　健康で元気に育ってね。
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テッポウ、クルマ、ヤマといえば何の花？
分数の棒の上部に書きます
1467 年に起きた応仁の○○
車は車道、人はここを通ります
自宅から職場へ向かうこと
スクリーンが複数ある所もあります
雑巾やモップで掃除します
飛行機が離着陸する施設。エアポート
植物が作る甘い液
韓国の首都
アイスクリームや果物を盛り付けて作るデザート
1 年で一番昼が長い日
漬物や酒を詰めます

★締切日
　6月10日（金）消印有効

★抽選で10名様に
　「紅しきぶ」をプレゼントいたします。

答
え

イ
ラ
ス
ト
や
ひ
と
こ
と
、

　
　
　リ
ク
エ
ス
ト
、
感
想
な
ど

郵 　 便 　 は 　 が 　 き

切手

企
画
管
理
課 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　
　
　
　
　
　電
話
番
号

越
前
た
け
ふ
農
業
協
同
組
合

9 1
5 0 8 1

1

越
前
市
本
多
二
丁
目
十
ー
二
十
二

※景品は本店での受け渡しとなります。予めご了承ください。
※市場状況等の都合により、景品内容を変更させていただく場合がございます。
※収集した個人情報については、当JAで厳重に管理し、他の用途には使用しません。
※イラスト及び、ひとこと等については、当誌内にて記載させて頂く事があります。

4月号の解答

応募総数95通　正解数95通

先月号の答えは
「ナツミカン」
　　　　 でした。

稲薮　　生（北）
山内喜美代（牧谷）
米野ふくみ（東大道）
三﨑　陽斗（広瀬）
塚田　義正（二ツ屋）

水上　正一（文室）
中村　敏子（千合谷）
赤澤　一夫（阿久和）
福島千代子（中新庄）
髙橋　　恵（文室）
　　　　　　（敬称略）

4月号の当選者

松原真理子（荒谷）
三田村妃菜（北小山）

1
2
3
4
5
7
9
11
13
15
17
19
21
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虫
　
　
土
　
谷
　
ミ
サ
ヲ

土
　
山
　
　
内
　
上
　
照
　
子

上
　
野
　
　
笛
　
吹
　
定
　
子

鯖
　
波
　
　
的
　
矢
　
晃
　
子

西
大
道
　
　
加
　
藤
　
文
　
代

西
　
尾
　
　
山
本
　
清
左
衞
門

　
畑
　
　
　
西
　
山
　
　
　
勇

選

　者

　
　市

　村

　善

　郎

校
庭
の
跡
地
に
花
咲
く
桜
木
に
セ
ピ
ア
色
な
る
思
ひ
出
よ
ぎ
る

一
本
の
糸
を
あ
や
つ
り
編
む
セ
ー
タ
ー
楽
し
く
動
く
ゆ
び
に
感
謝
す

孫
五
人
男
ば
か
り
の
そ
の
中
で
よ
う
や
く
一
人
彼
女
連
れ
来
る

幼
き
が
ス
プ
ー
ン
を
立
て
た
庭
先
の
金
魚
の
墓
に
桜
蕊
降
る

ユ
ラ
ユ
ラ
と
寄
せ
来
る
波
を
避
け
乍
ら
腰
ま
で
浸
り
ワ
カ
メ
採
り
に
行
く

早
春
に
植
え
し
馬
鈴
薯
芽
を
出
し
ぬ
沢
山
成
れ
と
追
肥
ほ
ど
こ
す

校
庭
を
借
り
て
ゴ
ル
フ
す
花
吹
雪
老
の
健
康
み
ん
な
笑
顔
で

主
去
り
し
も
筍
五
寸
健
や
か
に
掘
り
起
こ
す
傾
り
に
友
を
思
ひ
き

ぜ
ん
ま
い
の
綿
毛
の
中
に
胎
児
の
ご
と
ま
あ
る
く
ま
る
く
さ
緑
の
芽
は

吾
が
地
区
よ
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
め
で
た
か
り
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
日
本
代
表

流
れ
来
る
曲
は
変
わ
り
て
山
里
に
朝
を
知
ら
せ
る
チ
ャ
イ
ム
の
響
き

野
に
山
に
ま
ば
ゆ
く
咲
け
る
櫻
花
春
の
嵐
に
散
る
ぞ
い
と
し
き

吉
野
瀬
の
川
辺
の
桜
名
に
立
ち
て
引
き
も
切
ら
ず
の
人
波
つ
づ
く

逆
風
に
飛
ば
さ
れ
さ
う
に
な
り
な
が
ら
幼
は
兄
を
追
ひ
か
け
て
ゆ
く

反
抗
と
い
う
感
情
が
正
常
に

　
　
　
　
　
　育
ち
て
お
り
ぬ
子
の
ふ
く
れ
面

連
載
第
1
8
9
回

巨
大
な
帽
子
を
被
っ
た
旧
型
の
郵
便
局
ポ
ス
ト
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
ん
な
大
き
な
帽
子
は
市
販
さ
れ
て

い
る
と
は
思
え
な
い
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
誰
か
の
手
製

な
の
だ
ろ
う
。
鯖
江
市
の
中
河
郵
便
局
前
の
ポ
ス
ト
な

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
一
度
、
見
に
行
か
れ
る
の
が

よ
ろ
し
い
。
も
ち
ろ
ん
、
季
節
に
よ
っ
て
こ
の
ポ
ス
ト

さ
ん
、
い
ろ
ん
な
帽
子
を
被
っ
て
い
る
。
笠
地
蔵
の
話

の
よ
う
に
、
暖
か
い
イ
メ
ー
ジ
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
紹

介
し
て
み
た
が
、
路
上
観
察
そ
の
も
の
の
範
疇
で
は
な

い
よ
う
に
思
え
る
。
当
然
、
勝
手
に
帽
子
を
つ
け
る
の

は
問
題
が
あ
る
。
局
長
さ
ん
の
許
可
の
も
と
に
被
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
内
部
事
情
の
取
材
も

ま
た
路
上
観
察
の
域
で
は
な
い
。
（
つ
づ
く
）

八
十
翁

す
る
こ
と
は
な
し

青
き
踏
む

選
評

　職
を
全
う
さ
れ
、
お
子
様
・
孫

様
も
成
長
さ
れ
、
や
れ
や
れ
こ
こ
ら
で

ち
ょ
っ
と
一
服
し
よ
う
か
、
し
か
し
休

ん
で
ば
か
り
で
は
な
ん
か
申
し
訳
な
い

ぞ
…
か
と
い
っ
て
今
更
こ
れ
と
い
っ
て

や
る
こ
と
も
な
い
な
ぁ
。
草
萌
ゆ
る
野

原
で
遊
び
、
青
春
を
巻
戻
し
て
英
気
を

も
ら
お
う
か
。
淋
し
さ
と
も
と
れ
る
八

十
翁
の
つ
ぶ
や
き
で
す
が
、
本
当
は
幸

せ
で
贅
沢
な
呟
き
で
す
。
赤
澤
様
、
俳

句
も
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
・
・
・
。

や
る
こ
と
の
一
つ
に
是
非
加
え
て
く
だ

さ
い
ね
。

阿
久
和

　赤
澤
九
兵
衛

桜
の
開
花
に
始
ま
り
、
季

節
の
花
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ハ
ナ
モ
モ
・
シ
バ
ザ
ク
ラ
・
藤
・

ツ
ツ
ジ
・
次
は
ア
ヤ
メ
で
し
ょ

う
か…

。
塚

　片
岡

　恵
子

４
月
か
ら
中
学
生
に

な
り
、
ど
の
部
活
に
入

部
し
よ
う
か
と
ま
よ
っ
て

い
ま
す
。

東
大
道

　澤
﨑

　侑
真

か
が
や
き
４
月
号

で
、
表
紙
の
モ
デ
ル
さ

ん
が
私
の
生
ま
れ
た
庄

田
の
子
が
載
っ
て
い
ま

し
た
の
で
、
と
て
も
親

の
家
が
恋
し
く
な
り
ま

し
た
。
母
さ
ん
を
思
い

出
し
ま
し
た
。

氷
坂

　服
部

　登
茂
子

ペンネアラビアータ・
アスパラ風味

1食当たり約485kcal

■作り方■材料（2人分）
①ニンニクは芯を除き粗みじん切り、赤唐辛子は種を除き細切
り、グリーンアスパラガスは根元の堅い部分の皮をむき3～
4等分にする。種なしのブラックオリーブを輪切りにする。
②フライパンにトマトを手でつぶしながら入れ、ニンニク、赤唐
辛子、EVオリーブ油大さじ1を加え中火で煮る。グツグツし
始めたらオリーブを加えて弱火で煮る。甘味が出てきたら、
塩少々とグリーンアスパラガスを加え火が通ったらソース
は完成。煮詰まり過ぎた場合は、ペンネのゆで汁を加える。
③②と同時に、たっぷりのお湯に塩を入れ表記の時間でペンネ
をゆでる。
④ゆで上がったペンネを②に入れて手早くソースとあえ、EVオ
リーブ油大さじ1を絡めて火を止め、熱々をいただく。

ペンネ……………………………………………

トマト水煮缶………………………………………

ニンニク……………………………………………

赤唐辛子……………………………………………

グリーンアスパラガス………………………

ブラックオリーブ…………………………………

EVオリーブ油…………………………………

塩…………………………………………………

160g

1個

1片

1本

3～4本

6粒

大さじ2

適量

「
あ
け
ぼ
の
歌
壇
」「
み
の
り
俳
壇
」
の

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
左
記
の
宛
先
ま

で
作
品
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

〒
９
１
５―

０
８
１
１

越
前
市
本
多
二
丁
目
１
０―

２
２

　
Ｊ
Ａ
越
前
た
け
ふ
　
企
画
管
理
課

　
　
作
品
締
切
：
6
月
7
日
必
着
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チ
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富
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規
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子

枝
ぐ
い
と
曲
げ
て
た
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摘
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停
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仲
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下
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よ
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久
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赤
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順
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谷
　
三
好
　
弘
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泰
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矢
　
放
　
岩
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鶴
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弘
子

　
北
　
　
宗
近
　
惣
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和
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下
四
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マ
キ
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太
田
　
関
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邦
夫

丹
生
郷
　
田
中
　
吉
美

今
　
庄
　
加
藤
　
　
毅 

選

　者

　和
田
て
る
子

風
見
鶏
夕
日
に
向
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て
日
永
か
な

永
き
日
の
時
計
幾
度
も
確
か
む
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永
き
日
や
開
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放
ち
た
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農
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屋

気
ま
ま
な
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旅
の
朝
寝
と
い
ふ
至
福

メ
ー
デ
ー
や
何
時
し
か
冷
え
て
ゐ
し
血
潮

畑
打
て
ば
土
生
き
生
き
と
目
覚
め
け
り

観
桜
に
急
場
し
の
ぎ
の
舟
下
り

旧
知
よ
り
言
葉
あ
ふ
る
る
花
便
り

腰
の
ば
し
腰
伸
ば
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つ
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春
仕
事
　

新
緑
や
独
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占
め
な
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露
天
風
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葱
坊
主
休
地
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遊
ぶ
老
ひ
と
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余
震
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ほ
続
く
日
々
な
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緑
濃
し

魔
女
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ど
こ
と
探
さ
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さ
ふ
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花
の
闇

甘
茶
仏
児
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椅
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乗
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ぎ
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児
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前
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し
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光
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と
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。
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※毎週火曜日は税務相談会：営農センター 1 階 午前１０時～午後４時

マイカーローン  マイカーローン  マイカーローン  

新 金 利 商 品

《詳しいお問い合せはローンセンター・JA各支店まで》

6

16年目以降（固定）

適用金利住宅資金 あんしんプラン
（新築、増改築（リフォーム）、借換対応）

「好評につき今年も実施中」

地域農業
応援資金

（耕しタイゾーさん）

乾　燥　機（7年以内）

トラクター（7年以内）

コンバイン（7年以内）

農　　　舎（15年以内）

設備資金
運転資金

1.30%
1.30%
1.30%

年
5年以内

10年以内

10年超え

（長期固定金利型）

1.60%年

当初５年間（固定） 0.80%年

６年目以降（固定） 1.20%年

資　　金　　名 適用金利

0.50%～1.00%
（固　定）

※福井県農業信用基金協会の保証を付保

※福井県農業信用基金協会の保証を付保

車の
購入資金に

年 

資　　金　　名 適用金利

月 の 金 利

（固　定）

※福井県農業信用基金協会の保証を付保

（年0.4％の保証料）となりますが平成２

８年においては、保証料を信連が負担の

ためお客様は保証料は０円となります。

※3年間は１％利子補給があるため実質年
利が0.3％となります。

（条件・当初借入金額100万円以上、
借入期間15年以内とします。）

お す す め の 資 金

住 宅 関 連 商 品

JA Calendar
日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

31

7

14

21

28

1

8

15

22

29

29

5

12

19

26

30

6

13

20

27

2

9

16

23

30

3

10

17

24

1

4

11

18

25

2

合併２０周年記念　
「農・食・遊」
ふれあい祭

第80回理事会
コープ武生
取締役会

全員外務日

ＪＡ-ＳＳ感謝デー
今庄支店年金友の会つどい
ローン相談会（東部・北日野・
味真野）１０：００～１６：００

合併２０周年記念
「農・食・遊」
ふれあい祭
JA年金受給感謝大会

ローン相談会
（中央・西部）
８：３０～１９：００

健康相談の日ローン相談会
（南条・王子保・今庄）
８：３０～１９：００

年金相談会
（王子保支店）

年金相談会
（東部支店）
使用済農業用
生産資材回収

ＪＡ-ＳＳ感謝デー

編集後記
農作業（田植えや麦の刈り取り）の忙しい季節ですね！私も皆様に
負けじと現場に足を運び、汗をかいて取材に励みます。
作業事故などに気を付けて、共に頑張りましょう！（城）

健康相談会の開催
日時：6 月 15 日（水）10：00～12：00
場所：コープたけふ平出店 休憩コーナー横
内容：熱中症予防のための屋内・屋外での注意点をご説明
　　　します。
　　　
　　　 今月のおすすめ野菜：きゅうり

［参加された方への特典！］
○１～12月までの期間中６回以上参加された方には、コープたけふ平出店より500
円分のお買い物券をプレゼントさせて頂きます。（12月の時にお渡しします。）

○お買い物の機会を利用し、ご自分の健康チェックを行いましょう。
　お待ちしております。 コープたけふ平出店・ＪＡ越前たけふ・ＪＡ福井県厚生連

★今月のテーマ★

早 め に！ しっかり！ 熱 中 症 予 防を

お申込み・お問い合わせは、本店 信用課（ＴＥＬ：２１－２６０４）又は、最寄りの当ＪＡ各支店まで

セカンドライフ準備セミナー
― 定年前後の賢い対応策は? ―

参加費無料
 好評受付中！

  平成28年7月2日（土）
　　　　午前9：30～12:00 （受付9:00より）

  しきぶ温泉 湯楽里
　　　　（越前市白崎68-8）

日時

会場

年金・お給料・雇用保険（失業保険）・
健康保険 ～損をしないために正しい仕組みを知りましょう～

皆様のご参加、お待ちしております。

お勤めの方を対象とした、聞いて納得 !
知って得する ! セミナーです。「年金なんて
まだ早い…」と油断をしている、そこの貴方！

ー 平成２９年度採用職員募集要項 ー
●応募資格
　上級：大学卒業後４年以内及び平成２９年３月までに卒業
　　　　見込みの者、またはこれに準ずる者。
　中級：短大卒業後４年以内及び平成２９年３月までに卒業
　　　　見込みの者、またはこれに準ずる者。

●採用試験の内容
　（１）筆記試験　（２）面接試験

●試験日時
　（１）筆記試験　平成２８年７月１５日（金）（予定）
　（２）面接試験　平成２８年８月１０日（水）（予定）

●会場
　越前たけふ農協会館（越前市本多２丁目１０－２２）

職員募集についての詳細は、下記までお問い合わせ下さい。

担当：三田村・岸本

職員募集のお知らせ
●申し込み方法
　電話・FAX・メール・書面等で、下記の内容をお知らせ
　ください。

　　氏名・帰省先住所・在学校名（卒業校名）
　　連絡先住所・電話番号・携帯電話番号

　履歴書（当ＪＡ様式）を送付いたします。

●受付期間
　平成２８年６月１日（水）～６月３０日（木）

●採用予定者数
　７名

ＴＥＬ：（0778）22－1111　FAX：（0778）21－2510
E-mail：kanri@etakefu.ja-fukui.or.jp

ＪＡ越前たけふ 総務部 企画管理課

休日当番医 平成28年5月16日現在
※都合により変更が生じる場合があります。

JA越前たけふのうごき

6月

中 村 病 院
今 立 中 央 病 院
林 病 院
池 端 病 院

・

・

・

・

斎 藤 医 院
岩堀メディカルオフィス
東武内科外科クリニック
藤 井 医 院

5日

12日

19日

26日

事業実績（4月末現在） 単位：百万円

組合員 10,632人（正5,305人・准5,327人）
組合員戸数 9,980戸

貯 金
貸 出 金
共 済 保 有 高
出 資 金
販売品販売高

111,453
33,004

470,615
2,749

534
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地 域 に 広 が り ・ 地 域 に 根 づ く ・ 拓 か れ た Ｊ Ａ

午前  9：30～1回目

越前市文化センターところ

午後  1：30～2回目

JA年金受給感謝大会
クミコ歌謡ショー

午後  1：15～

南越消防組合音楽隊

平成２8年
午前9：30～午後5：00

武生中央公園一円
ＪＡ越前たけふ・コープたけふ共催

福井県民生協・協同組合ハニー協賛

ところ

と  き

資 材 課

２日間２日間

6月 日 日11 12土 日

11日11日 12日12日 開催開催土 日
目玉市！！数量限定！！

売り切れご
めん！！数量限定！！

売り切れご
めん！！

11日11日 12日12日 開催開催土 日

空くじ
なし
空くじ
なし

15㎏入
1袋 1,000円1,000円引取
税込
価格

引取
税込
価格

20㎏入
1袋

けいふん
（粉）
けいふん

（粉）
けいふん
燃焼灰
けいふん
燃焼灰

期間中に、6月中池ノ上総合配送センターでの引取予約も受付いたします。
期間中、JAの営農指導員もおりますので、ご相談ください。

60
インチ

4K
液晶テレビ

60
インチ

4K
液晶テレビ

2本（各日1本）

ふれあい祭賞

今年はオリン
ピックですね

4Kテレビを
当てよう！！

残念賞 … パソコン収納バッグ or 買物用バッグ

… 60インチ 4K 液晶テレビ

1 等 … コープたけふ お買い物券 1万円分 

2 等 … ガソリン券 5,000円分
（各日10本）
20本

10本
（各日5本）

園芸に最適！！
園芸に最適！！

チビッ子集まれ！！
チビッ子集まれ！！ 大展示即売会！11日11日 12日12日 開催開催土 日 11日11日 12日12日 開催開催土 日

期間中、会場内売場で1日遊具乗り放題券（1日遊具フリーパス券）
1枚500円にてお買い求めください。
※荒天の場合は運行を見合わせる場合がございます。

遊具運行時間
午前10時～午後4時
遊具運行時間

午前10時～午後4時

アストロファ
イターモノレール バイキング 観覧車メリーゴーラ

ンド

花・園芸
テント市
花・園芸
テント市

仏壇・墓石
展示会
仏壇・墓石
展示会

ガス器具
展示会
ガス器具
展示会

生活用市・
金物
テント市

生活用市・
金物
テント市

野菜・果物
テント市
野菜・果物
テント市

地産地消

自動車
展示会
自動車
展示会

大農機
小物農機
展示会

大農機
小物農機
展示会

グルメ
テント市
グルメ
テント市

おいしい物
が

　いっぱい
あるよ 10円/ℓ円/ℓ

引き引き他の割引との併用はできません。

11日11日
12日12日
開催開催

土

日

11日11日
12日12日
開催開催

土

日

11日11日 12日12日 開催開催土 日 協賛

レギュラーガソリン
店頭表示価格より店頭表示価格より

ふるまい処ふるまい処
JA越前たけふ JA越前たけふ

両日とも
午前10：30より
午後　1：30より

各受付は
先着10組にて
締切り

皆さん、
食べに来てね!! 体験教室 にぎらない

おにぎり
両日とも 午前10：30より

午前11：00～
午後  3：15～

1回目

2回目

動物戦隊
ジュウオウジャー
ショー11土

日限り

6月 観覧
無料

12日
日限り

6月

午前10：30～1回目 午後  2：45～2回目

タヒチアンダンス
テ ヘイ アヌアヌア

午前10：00～1回目 午後  2：15～2回目午後  0：00～

クイズ参加者の方に
粗品プレゼント！

午後  1：45～

白鶴酒造クイズ大会

キリンビール
クイズ大会 クイズ参加者の方に

粗品プレゼント！

チアダンス
Venus

午後  1：45～

午後
2：20～

ヨサコイ
演舞

JA越前たけふと県民生協
による

ビンゴカード配布時間：午前11時～
ビンゴカード配布場所：乗物券販売場にて

ビンゴゲーム大会
景品を
ゲットしてね！

大好評！
先着

500名様
限り

午後  3：30～

石野真子
歌謡ショー午前  9：30～ 午後  1：20

越前市立 & 南越前町立

中学校吹奏楽
演奏会

武生第一中学校

武生第二中学校

武生第三中学校

万葉中学校

武生第六中学校

南越中学校

南条・今庄中学校

※スケジュールの都合上時間の変更が有ることもございます。

越前たけふ越前たけふ
越前たけふ 検索

http://www.ja-echizentakefu.or.jp
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